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カッパ9L型2号機，8L型1号機9M型1号機

の光学的追跡にっいて

一一nｽ飛しscう体の光学的追跡に関する研究（第39報）一

植　村　恒　義・伊　藤　寛　治・田　中　勝　也

　　　　山　本　芳　孝・金　沢　和　夫

1，まえがき

聾9L魂場機（発射上下角8工゜）は昭和36年12月

25　U午後2時5分に電離層の電子密度および電子湿

度の観測を行なう目的鴫秋田県道川海岸において笑験

された，このロケットは4露OB→－245B＋150Mによる

鍛式meケットで発射角80°で最プこ高度約350　kmに

達するものであ1る・K・一　8L－1・号機　（発射上下角80つ

1湖和37年8月231，L－1午後4時15分に鹿児島実験揚

で打ち上げられた，　このロケ’7トはK－6H型の性能

を向上させたもので，295　B÷ユ50Mによる2段武ロケ

骨であって，飛しょう性能を試験するのが屓的であ

る．またK－9顛一玉号機　（発射上下角78°）　は昭和

37年11月25i’i午前葺時1分に鹿児島で打ち上げ

られた，この1コケッM　fr．　K－8　i型の性能を向上させた

もので，毒2CB十246瀬を組み台わせた2後式である．

諦実験では飛しょう性能を試験する訟ともに電離静の

籍欄を行なウた，われわれ繍曽ケッ｝・の飛し．1うに際

し，K－SL型瓢おいては申タミ観測点，高速度カメラ観

茎煮にて嶽影を行なった．K－9L型においては第1光

学疑灘璽，纂2光学羅灘室を設縫し，K－EM型におい

て縞と髭2観灘点のほかランチ牽直下にもう三台蓬）i高
しLロ　　

甦壁毒メラを置いてランチ学離號付近の嶽影を行なっ
ノニ．

壁点にもう1台の高達度カメラを濁置して，嶽ケ7トの

ランチa・離脱瞬闘の撮影を行なった．詳しくはカメラデ

ータ（第1豪）を参照されたい．

3．　飛しょう観測

　幻K－9L－2号機

　高速度カメラ観測点からランチ々離瞠後5　rnにおた

るまでを撮影した，また中央観測点にお1．・ては15倍追

跡装置で追跡撮影したが，悪天候のためCUケットはすぐ

雲の中に入り見えなくなった．しかし雲の中に入るまで

のasケットに異常はまったく講められなかった．

　b）K弔レ1号機

　臨児島での初めての集験で第工光学観測室で玉5倍追

跡装置を，また第2光学観測窒においては，蕩速度カメ

ラ1こロケットのランチャ離脱瞬間を撮影した、

　c）K－9M－1号機

　策1光学観測室に．おいては15k・st追跡装置をランチe

接方117　mの地点で追跡した．しかし数秒で雲中に入

勢追跡できなかった．第2光学観測室において高速度カ

メラで夢ンチャ離脱後約5mまで撮影し，この外に高

速魔カメラにてランチャ側方約3mの所でランチャ離

騨瞬間を織影した．

2．搬影装置

K・－9レ2号機においては中夫

魏点よリユ5樒追跡装置，鵜蓮
お　

ffhXラ観測点よリブl／ズム式誌
Ltぬ
｝二裟カメラおよびB鳶U＆1ffgwe11

コノラで追跡蛋影した，K－S　L－－1

号接においては第1光掌競測室で

誌｛鎚跡装1巖および】6，，r，・Filnza。

駆ラで追跡撮影し，解2光学観

舞でプリズ斌髄度カメラお
もTや

・vBell＆Ho“’e）1ヵノラで撫
￥，t　ts－－

｛曙仔なった．またK－9M－1

輸・掛駄。の恥ランチ

r叢
購向Tl5rて）
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4．　観測結果の解析

　a）K－9L－2号機

　第1図にK－9L－2号機のランチ＋離脱付近の変位

でL）一一一一時間〔T）の解析結果を示す．K－9L－2号機の

撮影では，撮影レンズとして焦点距離180mmを使用し

ており，視野が致くランチ＋離脱後5mの範囲にわた

うて撮影されたが，焦点距離の長いレンズを使用したこ

とにより，測定精度は良好であった．K－9　L－　2号機は

フラッシュ点火ユ5mきec後に発進を開姶’し，発進開始

後460　msecでランチャを離脱している．連度特性は発

進開始後ランチ＋離脱までほぼ直線である．

　108

　b）K－8L－1号機

第2図にK－SL－1号機の変位，D一時間（T油

線を示す．K－Sレ1徽鰯1影レンズも9L型2艦
と同崔180mmの焦点距離1ごあり，ほぼ同様の観野盛

度を育している．

　C」K－9M－1号機
第3図に1〈．q．・M．1・號の変位〔レー時【i駅T）藤

を示す．K＿9　M＿1｝｝機の撮影では焦点翫離110【n皿0

レンズ搬肌たため，K．9　L－　2号機綜びK－sレ1

號の撮影に比べ視野が広く，ランチ調甜麦舳σ

範囲にわノニって撮影できた．
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dlK－91．－2号機

K－S　L－　1｝桟，　K－9M一ユ号機の比較，　K－9L－2号

の
馬　K－S　L－1号機，　K－9M－1号機の漣度のランチ＋

験まで魎：懸抽之K－8L－1号機，K－9L－2勝，

｝1－9　M－］騰り順になっておりt二の順序は計算働

賊通している．また：緬二で醐蜥結果から出た実
rW　

蹴では，K－8レ1号機では計算値の方が高く，他の2
ハ

駄実滝値の方が計算値を上回っていることが分かる．

鞠填測幟碗はわずかであり，。ケ。トはtF．e2

言耀的の駿で飛し、うを囲始した拷えられる，

　　　　　　　5．　あとがき
軌一2騰肥脚の3賊。ケ。トとして飛し

変位（L）一一時1謝（T）曲線

よう実験された．天候が悪く飛しょう軌跡を求めるこ

とができなかった．しかしK－9レ2号機，8L－1号

機，9M－1号機ともランチャ離脱付近の特性を，追跡

撮影とあわせて行ない，上記の結果を得た．3機ともラ

ンチャ離脱付近においては安建した特性が得られた．

われわれ光学班として，これらの大型ロケットの追跡ぱ

いままで天候の悪いとき飛しょう実験されたものが多か

うたが，鹿児島実験場において予．定されている第4光学

観測室は，秋田の南観測点と｛ま異なり，ロケットランチ

＋地点が山にかくれることたく直視できるので，以前よ

りよい資料が得られると思う，　（1963年5月2H受理）

工09


